
　8 月 16 日、町内で打ち上げられた花火は、

今年はさまざまなイベントが中止となる中、夏

の思い出を残してもらいたいと実施されたもの

で、多くの住民が真夏の花火を楽しみました。
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ー表紙の写真についてー

　写真は元気よく給食を頬張る東小学校の1年生。この日は、

コロナ禍で減少した道産牛肉の需要喚起などのため、道より

無償提供された牛肉を使用した給食が、町内小中学校で提供

されました。この取り組みの詳細は8ページをご覧ください。

まちの 題●話

夏の夜空に　希望の花火

　7 月、倶知安町農業委員会では、3 年に一度

の委員改選が行われ、7月22日に役場会議室で、

新たに選任された 7 名を含む農業委員 14 名に

文字町長から委嘱状が手渡されました。

農業振興と適正な農地の利用調整のため

　ふるさと探訪「盛夏・鏡沼の自然を見てみよ

う」が 8 月 17 日に開催。参加者は、シラカバ

とダケカンバなど、標高により変わっていく植

生を観察しながら、鏡沼周辺を散策しました。

地域の自然や歴史を巡る観察会

　戦没者追悼式が 7 月 28 日、どんぐり公園に

ある忠魂碑前で開催され、伊賀康典倶知安町殉

国遺族会会長や文字町長ら参列者が、恒久平和

の願いなどを込めて献花を行いました。

戦没者の追悼と平和への願いを

　旭ケ丘パークゴルフ場で 8月 2日に開催され

た「消費喚起パークゴルフ大会」では、町内在

住のパークゴルフ愛好者 98 名が、感染防止に

努めながらプレーを楽しみました。

プレーのあとは町内で買い物を
　倶知安青年会議所は、町内の小中学校や幼稚

園などに検温器を寄贈。8月 7日には、くっちゃ

ん保育所ぬくぬくなどに寄贈された検温器の受

け渡しが、町長室で行われました。

子どもたちのウイルス感染対策に


